
北海道では、消費者からの意見や要望、苦情等を把握し、消費者行政に役立てるため、「消費生活モニター」を

募集します。

１．公募人数 １名（津別町で委嘱される人数）

２．応募資格 （１）津別町内に居住する20歳以上で、日常生活のための商品・サービスの購入を継続して行っ

ている方。

（２）原則として、北海道が主催する消費生活モニター研修会に出席できる方（研修会は４月上

旬に北見市で開催され１日で終了）。

３．仕事内容 （１）消費生活に関する意見、要望及び情報を提供する。

（２）生活関連重要商品などの価格動向及び出回り状況、

不当な表示などについて調査を行う。

（３）消費生活に関するアンケートに回答する。

４．任　　期　　平成27年４月１日～平成28年３月31日

５．謝 礼 金 北海道から月額1,800円が支払われます。

６．応募締切 平成27年２月27日（金）

７．応募・問い合わせ先

役場商工観光グループ（担当：山本）

†76－2151（内線258） FAX  76－2976

※氏名、生年月日、住所、世帯人員、本人及び

世帯主の職業をお聞きします。

西
粟
倉
村
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
る
「
百
年
の
森
構
想
」

に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
。

「
地
域
に
は
捨
て
て
は
い
け
な
い
も
の
が
あ
る
。
苦
労
を
重

ね
て
地
域
を
守
っ
て
き
た
先
人
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
生
き
て

い
く
子
ど
も
達
の
た
め
、
そ
し
て
こ
の
地
域
に
愛
着
を
持
ち

関
わ
っ
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
方
々
の
た
め
、
約
50
年
前
に

木
を
植
え
た
人
々
の
想
い
を
大
切
に
し
て
、
立
派
な
百
年
の

森
林
に
育
て
上
げ
て
い
く
。
そ
の
為
に
あ
と
50
年
村
ぐ
る
み

で
挑
戦
を
続
け
て
い
く
」

自
立
の
道
を
決
め
た
西
粟
倉
村
と
同
様
に
わ
が
津
別
町
も

町
民
の
意
志
で
自
立
の
道
を
歩
み
始
め
、
ま
た
ど
ち
ら
も
森

林
を
主
な
産
業
と
す
る
と
こ
ろ
な
ど
共
通
点
が
あ
る
。
森
林

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
西
粟
倉
村
の
森
林
は
民
有
林
が
中
心

で
、
一
方
津
別
町
は
国
、
道
、
町
有
林
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
視
察
を
通
じ
て
「
愛
林
の
ま
ち
　
つ
べ
つ
」
を
宣

言
し
た
町
と
し
て
１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
計
画
は
十
分
な

の
か
と
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
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事
業
名

グ
リ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
タ
ウ
ン

基
盤
づ
く
り
事
業

申
請
者

Ｎ
Ｐ
O
つ
べ
つ
自
然
の
会

参
加
者

つ
べ
つ
自
然
の
会
よ
り
７
名
参
加

総
事
業
費

76
万
５
０
０
０
円

町
よ
り
の
補
助
金

38
万
２
５
０
０
円

自
己
負
担

38
万
２
５
０
０
円
（
７
名
分
）

平
成
26
年
11
月
17
日
〜
11
月
20
日
の
３
泊
４
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
愛
媛
県
伊
予
市
双
海
町
翠
地
区
の
「
ホ
タ
ル
の
里
」、

岡
山
県
英
田
郡
西
粟
倉
村
の
森
林
の
再
生
に
村
の
未
来
を
か
け
る
各
種
事
業
視
察
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
報
告
す
る
。

１
、「
ホ
タ
ル
の
里
」
の
復
活
に
つ
い
て

（
愛
媛
県
伊
予
市
双
海
町
翠
地
区
）

ホ
タ
ル
の
棲
ん
で
い
る
地
域
は
、
翠
地
区
を
流
れ
る
竹
の

川
と
南
川
の
合
流
地
点
か
ら
１
d
の
範
囲
で
、
川
の
水
は
非

常
に
き
れ
い
で
溜
ま
り
に
は
鯉
が
泳
い
で
い
る
。
川
面
観
察

の
後
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
翠
小
学
校
で
ホ
タ
ル
保
存
会
の
武

井
会
長
か
ら
ホ
タ
ル
復
活
へ
の
道
の
り
を
聞
い
た
。

「
昭
和
35
年
頃
ま
で
は
６
月
と
も
な
る
と
無
数
の
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
っ
て
い
た
が
、
年
々
減
少
し
昭
和
48
年
頃
に
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
原
因
は
水
田
へ
の
農

薬
と
生
活
廃
水
の
流
入
で
あ
っ
た
。

地
域
住
民
の
努
力
が
実
を
結
び
、
ホ
タ
ル
の
数
も
徐
々
に

増
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
62
年
か
ら
は
毎
年
６
月
の

第
１
土
曜
日
に
、
翠
小
学
校
を
会
場
に
ホ
タ
ル
祭
り
を
開
催

し
て
い
る
。

環
境
を
保
護
す
る
の
も
破

壊
す
る
の
も
人
間
で
あ
る
。

一
度
失
っ
た
も
の
を
元
に
戻

す
に
は
、
そ
れ
相
当
の
年
月

が
か
か
る
こ
と
を
改
め
て
知

る
機
会
と
な
っ
た
」

会
長
は
淡
々
と
話
を
進
め

て
い
た
が
、
地
域
の
方
々
の

ホ
タ
ル
復
活
へ
の
熱
意
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

２
、
西
粟
倉
の
取
り
組
み（

岡
山
県
英
田
郡
西
粟
倉
村
）

人
口
１
５
３
８
人
、
高
齢
化
率
32
％
で
村
の
面
積
わ
ず
か
５

８
０
０
ha
、
95
％
が
森
林
、
87
％
が
人
工
林
で
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

が
主
な
樹
種
で
あ
る
。

平
成
の
大
合
併
の
時
、
村
民
の
60
％
が
合
併
賛
成
と
い
う
こ

と
で
５
町
２
村
の
合
併
協
議
会
に
参
加
す
る
も
、
最
終
的
に
は

60
％
が
反
対
と
い
う
こ
と
で
自
立
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ

た
。そ

の
後
は
林
業
を
中
心
と
し
た
様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
、

積
極
的
に
1
タ
ー
ン
者
を
受
け
入
れ
、
村
民
、
森
林
組
合
、

役
場
、
森
の
学
校
等
が
一
体
と
な
っ
て
「
森
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
」
を
行
っ
て
い
る
。
今
ま
で
に
50
人
以
上
の
1
タ
ー
ン

者
を
受
け
入
れ
、
現
在
も
様
々
な
職
場
で
活
躍
し
て
い
る
。

村
は
小
水
力
発
電
に
取
り
組
ん
で
い
て
昭
和
41
年
西
粟
倉
発

電
所
を
建
設
し
た
。
発
電

し
た
出
力
２
９
０
kw
／
ｈ

（
約
７
０
０
世
帯
分
に
相
当
）

の
電
力
を
電
力
会
社
に
売

電
し
、
こ
れ
ま
で
の
売
電

収
入
は
９
億
円
と
な
る
。

た
だ
あ
く
ま
で
も
村
の

中
心
事
業
は
森
林
で
あ
り
、

今
後
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

に
力
を
入
れ
て
い
く
と
の

事
で
あ
る
。

津
別
町
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

『
グ
リ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
タ
ウ
ン
基
盤
づ
く
り
事
業
』
視
察
報
告

Ｎ
Ｐ
O
つ
べ
つ
自
然
の
会

《
津
別
町
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
》

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
企
画
課
住
民
企
画
グ
ル
ー
プ
　

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
５
）

申請及び問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　　†76－2151（内線215）

■募集期間　　平成27年２月２日（月）～２月23日（月）

※今年度の期間が残りわずかとなりましたので、申請を予定されている方は、早めに申請願います。

■人づくり活動支援事業　　□対　象…町民が国内外で研修する事業

○補助額…補助対象経費の１/２以内（限度額：国内８万円、国外20万円）

■まちづくり活動支援事業　□対　象…町内の団体が既存の活動の拡充となる自主的なまちづくり活動を行う事業

（過去に申請した団体でも別事業での申請が可能になりました）

○補助額…補助対象経費の総額以内（限度額：100万円　※下限額５万円）

■事業の承認　　申請者は、必要書類提出後、審査会において審査委員に事業概要等を説明していただきます（プ

レゼンテーション）。そこでの審査の結果、事業が採択されます。

平成26年度
３回目

町では、『津別町人づくり・まちづくり活動支援事業』として、産業、福祉、芸術文化、

スポーツ、コミュニティー活動など様々な分野で地域の活性化を図ることを目的に、まちづ

くりのリーダーの育成及び町民の自主的なまちづくり活動を支援しています。

参　考（過去に採択された事業）

《人づくり事業》グリーン・アンド・エコロジー・タウン基盤づくり事業、ＪＡ北海道女性協議会海外視察研修、指導者養成事業（ブ

ロンズライセンスセミナー受講）、森林セラピスト資格認定講習会、エコタウン先進事例調査、有機酪農先進地視察研修事業、全道

ＳＲＵニュージーランド先進地視察、台湾二水郷視察研修事業、林業先進地視察、津別町玉葱振興会青年部道外視察研修、津別町ラ

グビーチームサポータークラブ視察研修、先進地視察研修ニュージランド、ウィルダネスファーストエイド野外、災害救急法

《まちづくり事業》ものそとFORUM、つべつHappyママプロジェクト、楽ガキコンパネ祭りin相生2014、ビストロＧＲＯＷ


